
短歌でたどる沖縄の旅 修学旅行②
・【民泊】 離れたく ないよ村から でも行こう

「またくるよ」って 言葉残して ①Ａ

・【民泊】 心配が 楽しみになり 悲しみに

変わっていった いちゃりば家族 ①Ｈ

・【民泊】 忘れない 家族の言葉が 嬉しくて

約束をした また会いにくる ②Ｓ

・【民泊】 民泊の 家族に方言 習ったよ

海に入った 冷たかった ②Ｔ

・【民泊】 別れの時 三線と歌 耳にして

「幸せ」を手に みんなでさよなら ②Ｍ

・【民泊】 沖縄の 読谷村へ 民泊に

第２の家族 沖縄で会う ②Ｈ

・【民泊】 民泊で 初めての 経験をして

楽しくいい 思い出になった ②Ｈ

・【民泊】 思い出す またあの家に 帰りたい

お世話になった いちゃりば家族 ②Ｊ

・【民泊】 家の中 声がわいわい みな笑顔

別れの時も またみな笑顔 ②Ｋ

・【民泊】 父さんが 庭で三線 弾いている

歌に乗せてる あの時の現実 ③Ｋ

・【民泊】 三線に 小さな頃を 思い出す

初めて弾けた チューリップの歌 ③Ｓ

・【民泊】 タコライス みんなで作った 晩御飯

気持ち膨らむ 思いでひとつ ③Ｍ

・【民泊】 ２つある 家族のうちの もうひとつ

ここ沖縄の 自分の家族 ③Ｙ

・【民泊】 民泊で 貝で作った シーサーを

見るたび思う 沖縄の地を ③Ｉ

・【民泊】 民家さん とても優しく してくれて

これも沖縄の 伝統文化 ③Ｓ

・【民泊】 孫たくさん その家の中は ２人きり

広がる海に 貝殻ひとつ ③Ｓ

・【民泊】 耳うれし 静かな夜の ソミファソド

虫と三線 よいハーモニー ③Ｉ

・【民泊】 おっちゃんは とても優しく おもしろい

散歩に行った 海の思い出 ④Ｅ

・【民泊】 だんだんと 不安の気持ち 飛んでいく

言葉にならない 居心地のよさ ④Ｆ

・【民泊】 日が沈み 夜の散歩に 座喜味城

静かに光る 蛍のヒカリ ④Ｓ

・【民泊】 読谷の ばあちゃんたちの 優しさと

友の友情 大事な思い出 ④Ｙ

・【民泊】 ソーキそば 初めて食べた 美味しかった

海で遊んだ きれいだった ④Ｉ

・【民泊】 民泊の あの日のことを 忘れない

友だちといた 大切な日よ ④Ｍ

・【民泊】 お父さん 一緒に踊って さようなら

みんなは笑顔 私も笑う ④Ｎ
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